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あとがき
　赤血球は進化の過程で核とミトコンドリアを失
い，酸素と二酸化炭素の運搬・交換に特化した細胞
です。核とミトコンドリアを持たないためエネル
ギー産生量は少なく，白血球と異なり自ら能動的に
動くことはできません。しかし，中央がくぼんだ二
重凹型の形状と柔軟な細胞膜・細胞骨格により高い
変形能を持ち，血流に乗って毛細血管など細い血管
を通過し，体の隅々まで効率よく酸素を届けること
ができます。成人男性では赤血球の総数は約 25 兆
個と膨大です。
　医学は人工腎臓の発明など飛躍的な進歩を遂げ
てきました。しかし，人工赤血球の作成は，いまだ
実用化には程遠く，貧血の治療は輸血，赤血球数の
増加，赤血球の質の向上（酸素運搬能や寿命の維持
など）の 3つの方法に限られています。腎性貧血の
主因は，エリスロポエチンの産生低下であり，赤血
球数を増やすには，従来のESA（赤血球造血刺激因
子製剤）の注射に加え，HIF—PH阻害薬（低酸素誘
導因子関連薬）による内因性エリスロポエチン産生
の促進があります。また，質の良い赤血球産生に
は，鉄剤の投与に加え，患者個々の病態に応じて亜
鉛，銅，カルニチンなどの補充も重要です。
　近日中に，「2025 年版慢性腎臓病患者における腎
性貧血治療ガイドライン」が出版される予定です。
本号では，新しいガイドライン作成に関わった先生
方を中心に，この分野でわが国を代表する先生方
に，腎性貧血の病態，治療，新ガイドライン作成の
現況や新規腎性貧血治療法の開発など，様々な視点
から腎性貧血に関する最新情報を執筆していただ
きました。先生方のご尽力により充実した内容にな
りました。本号が，新ガイドラインの理解や，患者
一人ひとりの病態に応じた貧血治療の実践に役立
つことを願っています。
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